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研究・開発環境の課題
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研究とエンジニアリングにおけるイノベーションの阻害要因 

固定されたコンピューティングリソースは拡張が難しく、チームの拡
⼤やプロジェクトの進⾏を早めるために必要な俊敏性と柔軟性が⽋如
している

世界中に分散したチーム間のコラボレーションが困難なため、作業の
サイロ化が⽣じ、時間のかかる単発的な⾃作ソリューションにつなが
る

ITが複雑になると、重要な研究開発プロジェクトから時間と集中⼒を奪って
しまう
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管理者の⽣産性 予定外のダウンタイム 

66% 69%

20%45%

インフラコストセキュリティ関連のインシデント

オンプレミスから AWS への移⾏

お客様の成功を⽀える実証済みの専⾨知識
研究とエンジニアリングに AWS を選ぶ理由

科学者とエンジニアに⼒を与える

管理オーバーヘッドの最⼩化: 管理者は、研究チームやエンジ
ニアリングチーム向けの仮想デスクトップを作成・管理したり、
権限と予算を設定したりする事を、単⼀のインターフェイスか
ら⾏うことができます。

クラウドの専⾨知識は不要: 使いやすいWebベースのポータル
により、研究者やエンジニアは仮想デスクトップを数分で作成、
接続、共有できるため、クラウドの専⾨知識がなくても結果を
得るまでの時間を短縮できます。

サービスへの柔軟なアクセス: Linux と Windows オペレー
ティングシステムの両⽅に対応する CPU および GPU ベース
のさまざまな Amazon EC2 インスタンス、ソフトウェアス
タック、ファイルシステムを使⽤して仮想デスクトップを作成
し、さまざまな AWS サービスにアクセスできるようにします。

The Hackett Group January 2022

https://d1.awsstatic.com/psc-digital/2022/gc-mig/business-value-of-migration/Business-Value-of-Migration-Whitepaper-EN.pdf
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業種別ユースケース

科学計算とエンジニアリングシミュレーションのユースケース

メディアエンターテ
インメント

デジタルコンテンツ
制作

ヘルスケア
医療画像処理

製造
エンジニアリングシ

ミュレーション

⾼等教育
リサーチコン

ピューティング
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AWSで研究とエンジニアリングの近代化を加速

従来の研究開発環境

企業データセンター

最新の研究開発環境
• 柔軟性のない
• 使⽤率が低いことが多い
• 何年にもわたるライフサイクルで管理

• 柔軟でスケーラブル
• 低レイテンシーで実⾏
• どこでも利⽤可能

• フルマネージド 
• 安全です
• TCO 最適化

Amazon Web Services

AWS でのモダナイゼーション

アジャイルエンジニアリング

学際的 

共同研究

インテリジェント製品

リモート
グラフィック
ワークステーション

ライセンス 
マネージャー

アプリケーション 

ERP CRMリモートサイト

インフラストラクチャのコード化

アプリケーション、分析とデータベース、セ
キュリティと災害復旧

リモート
デスクトップ

HPC シミュレーショ
ンとモデリング

共有
ファイルシステム

HPC
クラスター 

ディレクトリ
サービス

レガシー
アプリケーション

データベース

データストレージ

VDI
サーバー

リモートバック
アップ
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RES
(Research and Engineering Studio on AWS)
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Research and Engineering Studio on AWS (RES) は、研究開発チームがクラウドの
専⾨知識を必要とせずに研究者とエンジニアがワークロードを実⾏できる環境を管理お

よび構築するためのオープンソースの使いやすいウェブベースのポータルです。 

クラウドベースの研究開発環境を簡単に展開、管理、実⾏する
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課題 ソリューション メリット

RESの成り⽴ちとなる事例
Amazon Lab126 のストーリー

Amazon Lab126 では、⽼朽化し
た、コストのかかるオンプレミス
の CAE 環境を使⽤していました。
そのためAmazon の設計チームと
エンジニアリングチームが必要と
するスケーラビリティと使いやす
さを提供できなかった。

AWS ベースの CAE 機能を有効に
するために、Amazon Lab126 は、
最も多くの I/O 集中型ワークロー
ド向けに Amazon FSx for Lustre 
を使⽤。また、AWS Backup を使
⽤してクラスターの耐障害性を⾼
める新しいスケールアウトコン
ピューティングフレームワークを
作成しました。

• CAEジョブの実⾏を3倍⾼速に
• 新規ユーザーを数週間ではなく1

⽇⾜らずでオンボーディングす
る

• 必要に応じて新しいCAEクラス
ターを起動することが可能

• 製品設計の⾰新を推進

AWSでCAEを使⽤することで、より多くのデバイスをサポートし、
新しいテクノロジーを探求し、現場でのデバイスの動作をよりよく
理解できるようになりました。

─-Amit Gaikwad、Amazon Lab126、ワイヤレスエンジニアリング、シニアマネージャー

会社︓アマゾン 
業界︓⼩売
国︓⽶国
従業員︓647,500⼈
ウェブサイト︓amazon.com

Amazon Lab126について

カリフォルニア州サニーベールに拠
点を置く Amazon Lab126 は、アマ
ゾンの研究所です
Amazonの消費者向け電⼦デバイス
を設計および設計する開発チームで
す。このラボにはAmazon Devices
のハードウェア、ソフトウェア、運
⽤チームが含まれており、アマゾン
エコーやアマゾンキンドルなど
知名度の⾼い製品を開発しています。

”
“

事
例

http://www.amazon.com/
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2 つの異なるペルソナ ̶ 2 つの異なる利点

管理者 エンドユーザ
インストール、設定、管理 Web ポータルにログインしてタスクに集中する

プロジェクト全体の AWS 使⽤
状況を⼀元的に監視できる

最適なコンピュータ環境を使⽤することで開発の時間を短縮 
̶ AWS リソースの管理を習熟する必要は無い
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RESの主な機能

リソースとデータ
へのアクセスをプ
ロジェクトレベル
で管理するための
ウェブベースの

ユーザーインター
フェイス

幅広い AWS イン
フラストラクチャ
とサービスへのア

クセス

共有データにア
クセスできる共
通環境下での共

同作業

既存の ID認証シス
テム (AWSマネー
ジドADサービス) 

との統合

各プロジェクトの
コストの監視と

管理

⼀貫したセキュリ
ティ、コンプライア
ンス、ガバナンス
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RES ̶ 基本的なワークフロー

仮想デスクトップ経由で複数の
ワークスペースにアクセスする 

ハイパフォーマンスコン
ピューティングクラスタへ
のジョブの送信 (VDI 経由)

コスト監視と
予算執⾏

プロジェクトルール
とアクセス管理
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RESが管理するリモートデスクトップ
研究者やエンジニアは、どの地域からでも
Webフロントエンドにアクセスできます 
ユーザーは、様々なOS、CPU 、グラ
フィック オプションを柔軟に選択して、
アプリケーションに最適なリモートワーク
ステーションを起動できます。
ストリーミング処理に性能を最適化したプ
ロトコル "DCV" は、インタラクティブな
画⾯操作処理においてローカルPCと同等
なエクスペリエンスを提供します
ユーザーはフロントエンド UI を介して
セッションの開始/停⽌、スケジュール設
定、休⽌をセルフサービスで⾏えます 
ワークステーションは、Amazon EFSと
Amazon FSx for NetApp ONTAPを共有
ストレージとして使⽤します 

1

2

3

4

5

パブリック
サブネット

リージョン

VPC

プライベートサブネット

リモートデスクトップ

Application Load 
Balancer

File system

共有
ファイルシステム

分析

Amazon 
OpenSearch 

メトリックス

Network Load 
Balancer

DCV Broker DCV Gateway DCV Fleet

Amazon 
CloudWatch

管理者

パワーユーザ

パワーユーザ

Internet gateway
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Research and Engineering Studio + AWS ParallelCluster

Public Subnet

リージョン
VPC

Private Subnet

リモートデスクトップ

Application Load 
Balancer

File system

共有ファイルシ
ステム

分析

Amazon 
OpenSearch 

メトリックス

Network Load 
Balancer

DCV Broker DCV Gateway DCV Fleet

Amazon 
CloudWatch

管理者

パワーユーザ

パワーユーザ

Internet gateway

Compute Queue

Slurmctld

Head node

AWS ParallelCluster

HPCジョブをRESを使⽤して AWS ParallelClusterに送信する
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クラウドベースのワークステーションへのアクセスを簡素化

• 各チームのニーズに合わせて、事前に構成
されたツールセットとソフトウェアを定義

• パフォーマンスとコスト管理を考慮してイ
ンスタンスタイプを適切なサイズにする

• セッション共有機能を⽤いたトレーニング
とコラボレーション

• 勤務時間に基づいてセッションをスケ
ジュールし、⾃動シャットダウンを有効に
する 
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RESの使⽤開始⽅法

GitHub のAmazon Web 
Servicesリポジトリにホスト
されている RESソースコー
ドをダウンロードする

Research and Engineering Studio on AWS (RES)

詳細情報 
https://aws.amazon.com/hpc/res/ 

https://github.com/aws/res
https://github.com/aws/res
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RESの主な機能 
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AWS マネージド AD への接続
RES は AWS Managed Active Directoryに接続して、RES 環境へのユーザー認証を実施
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プロジェクトの作成、権限と予算の割り当て

20
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プロジェクトの定義と管理
プロジェクトを使⽤して権限の範囲を定義し、リソース、分析、コラボレーションを研究開発チームに割り当
てます。各プロジェクトには、⽀出の追跡や製品の使⽤管理に役⽴つ独⾃の予算を割り当てることが可能
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管理オーバーヘッドを最⼩化
管理者は、権限と予算を設定したり、研究チームやエンジニアリングチーム向けの仮想デスク
トップを作成したり管理する操作を、単⼀のインターフェイスから⾏うことが可能
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サービスへの柔軟なアクセス
Linux と Windows オペレーティングシステムの両⽅に対応する CPU および GPU ベースの 
Amazon EC2 インスタンス、ソフトウェアスタック、ファイルシステムを使⽤して仮想デスク
トップを作成し、さまざまな AWS サービスにアクセスできるようにする
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共有環境とのコラボレーション

仮想デスクトップやファイルシステムを簡単に作成、管理、監視する事が可能。シンプルなWebポータルによ
り、複数の環境セットアップが簡単になり、チームやプロジェクト間のコラボレーションを促進する
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ダッシュボードモニタリングと予算
管理者は、科学者やエンジニアが組織の既存Active 
Directory (AD) を通じて AWS サービスにアクセス
できるようにすることができる

直感的なダッシュボードにより、リソースの使⽤状
況と予算にすばやくアクセスすることができる
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AWS上でエンジニアリングVDIを実現する
その他のサービス
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AWSでVDI環境を実現する主なサービス

Amazon EC2 NICE-DCV Workspaces AppStream 2.0

3Dグラフィックスに対
応するGPUも選択可能
で、従量課⾦で利⽤で
きるクラウド上のコン
ピュータサービス

クラウド上のリモート
コンピュータの画⾯を
⼿元PCに効率よく転送
するツール

ワークステーション環境を1台単位で オー
ダーして即時利⽤開始ができる、AWSマ
ネージドタイプの仮想デスクトップサービ
ス

RESはこれらを組み合わせたソリューション ここからご紹介するサービス



© 2024, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates.

AWS の提供するフルマネージド型でセキュアな仮想デスクトップサービス。
いつでも、どこからでも、AWS クラウド上の仮想デスクトップにアクセス。

デスクトップ(永続型)
の画⾯情報を転送

安全なネットワーク内
でのデータのやりとり

クライアント端末
(⾃宅PC, 会社PC, モバイル) AWS 上の仮想デスクトップ VPC ネットワーク、オンプレミス

すぐに使える 従量課⾦
初期投資不要

事前サイジングの
必要がなく増減も容易

⼀貫したパフォーマンス

⾼いセキュリティ 容易な
グローバル展開

Amazon WorkSpacesとは
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Amazon WorkSpaces : 料⾦体系

⽉額料⾦
(実⾏モード︓Always
ON)

時間料⾦
(実⾏モード︓
Auto Stop)

• 仮想デスクトップへのアクセス時間に関わらず、⽉額固
定料⾦の請求

• フルタイムでの利⽤に最適
• 常に電源がONの為、接続時にすぐに利⽤できる
• 約80時間以上の利⽤であれば、⽉額料⾦が安価

• 時間単位の従量課⾦ + インフラストラクチャのコスト
• デスクトップへのアクセス時間が限られる⽤途に最適
• WorkSpace が切断され、指定した⾃動停⽌時間（最⼩

1時間から）が経過すると、⾃動的に停⽌し、課⾦が
停⽌する。

• 停⽌については可能な場合は、WorkSpace のルートボ
リュームにデスクトップの状態が保存される。

• 初期費⽤なし、1台から利⽤可能。利⽤シーンに合わせて⽉額料⾦と時間料⾦から選択。いつでも実⾏モードを変更可能。
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Amazon AppStream 2.0 とは

ユーザーにデスクトップアプリケーションへの即時アクセスを提供する
フルマネージドのアプリケーションストリーミングサービス

既存ITとの統合

APPの⼀元管理

セキュアなAPP配信

⾃動拡張
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Amazon AppStream 2.0 : 利⽤イメージ

ユーザーはブラウザからアプリケーションを選択しクイックに利⽤する
ことができる

アプリケーションを選択 アプリケーションを利⽤ブラウザから
AppStream 2.0にアクセス
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エンジニアリングVDIのAWS事例
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Altium
AWS上にサービス展開したAltium 365を使⽤して リ
モート電⼦機器設計を可能に

どこからでもアクセスでき、コラボレーションできることが不可⽋です。どこにいても、ど
のデバイスからでも、AWSのAltium 365にアクセスして、必要なことを実⾏できます。
リー・ゴーン
Altiumのチーフソフトウェアアーキテクト

アルティウムについて

1985年以来、アルティウムはプリン
ト基板 (PCB) 設計ソフトウェアの開
発の最前線に⽴ってきました。同社の
主⼒プログラムであるAltium 
Designerは、世界中のPCB設計者に
選ばれ続けています。

業種
製造、ハイテク、半導体

本部
⽶国カリフォルニア州サンディエゴ

ウェブサイト
altium.com

挑戦
• エンジニアや設計者が⾃宅か

ら効率的に作業できるように
する

• 設計環境内でPCBを3Dで視覚
化

解決策
• Amazon AppStream 2.0は、互
換性のあるあらゆるブラウザか
らAltiumの主要製品を提供

•  Amazon シンプルストレージ
サービス (Amazon S3) は機密
性の⾼い設計データを安全に保
存

• Amazon リレーショナルデータ
ベースサービス (Amazon RDS) 
と Amazon ElastiCache の⾃動
化により、データベースと
キャッシュ管理作業を軽減。 

メリット
• 設計者、エンジニア、メーカー、

サプライヤー間のコラボレー
ションの強化

• 世界の 4 つの地域のユーザーと
のコラボレーションを実現

• チームが⾼収益の製品をより迅
速に製造できるようにする

• 開発サイクルをより効率的に
• 毎⽇の⾃動データベースバック

アップによるリスクの軽減

https://aws.amazon.com/solutions/case-studies/altium-case-study/

事例
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サムスンエンジニアリングについて

サムスンエンジニアリングは、エンジニ
アリング、調達、建設（EPC）市場で世
界的に認められた企業です。上流と下流
の炭化⽔素施設、発電所、⽔処理プラン
ト、廃棄物処理プラント、⼯業⽣産施設
に焦点を当てています。

業種
製造、エンジニアリング

本部
韓国ソウル

ウェブサイト
samsungengineering.com

挑戦 解決策 メリット

https://aws.amazon.com/ko/solutions/case-studies/samsung-engineering-case-study/

• Hexagon PPMの2D/3D
設計ソフトウェアを、本
社や海外の建設現場でい
つでもどこでも相互に接
続する必要がある

• 従来はアプリケーション
のインストールと運⽤に
ローカルサーバーの構築
とデータセンターのコス
トが発⽣していた

• 設置作業の為に、システ
ム管理者は現場に出張す
る必要があった

• Amazon 
AppStream 2.0
を活⽤して、ケー
スとネットワーク
の状態に合わせて
最適化された仮想
マシンでHexagon
設計ツールを実⾏
し、世界中のユー
ザーにサービスを
提供 

• オンプレミスのインフラスト
ラクチャよりも 20% コスト
低減

• 導⼊時間を2か⽉から7⽇に 短
縮

• システム展開の為に本社ス
タッフが設計現場に出張する
必要が無くなった

• Appstream 2.0 でシステムが
⼀元管理され、各ユーザーの
コンピューターでのインス
トールや更新の管理は不要と
なった

事例
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• 機械系、電気系、半導体系、光学系の4分野に渡るCAD端末環境をAWSクラウドに移⾏
• AWS上にCAD-VDI環境を移⾏することで、固定的であった設計環境を変動可能なものへシフト
• 採⽤前のPoC(概念実証)において、サービス品質、コスト、デリバリーなど徹底的に検証し、過
剰品質にならずに品質とコストのバランスが取れるポイントを抑えた

ジャパンディスプレイ 様
CAD環境をAWSへ移⾏。⻑期的な変化に耐えられ、スピーディーで使いやすい設計環境を実現

⽇経XTECH︓ジャパンディスプレイ様インタビュー記事
https://active.nikkeibp.co.jp/atcl/sp/b/23/10/11/00927/index.html

株式会社ジャパンディスプレイ
R&D本部 R&D推進部部⻑ 森本 浩和 様

事例
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Thank you!

© 2023, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates. All rights reserved.
Amazon Web Services, AWS, the Powered by AWS logo, and all AWS service 
names used in this slide deck are trademarks of Amazon.com, Inc. or its affiliates.


